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 令和４年度 神奈川県立三ツ境養護学校における学校運営協議会開催結果 

 

 本校の学校運営協議会を下記のとおり開催した。 

審議会等名称 神奈川県立三ツ境養護学校 第 1回学校運営協議会 

開 催 日 時 令和４年５月 31 日（火） 

開 催 場 所 神奈川県立三ツ境養護学校 会議室 

出 席 者 
運営協議会委員９名（本校校長を含む）※当日 1 名欠席 

事務局教職員 12 名 （管理職、事務長、総括教諭、教諭等） 

次回開催予定日 令和４年 10 月 27 日（木） 

問 合 わ せ 先 教頭 松本 寛真  電話 045-365-3711 

下 欄 に 掲 載 

す る も の 
議事録 

議事概要とした

理由 
 

〇 会 議 経 過 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 開会  学校長あいさつ、自己紹介、会長・副会長選出 

    

２ 議事 

 (１)学校運営の基本方針について 

  ・子ども、職員の安全、安心を学校経営の根幹にする。 

  ・学校のミッションの３つの柱は「自立と社会参加」「共生社会の実現」「多様な教育

ニーズのある児童・生徒の教育活動」となっている。 

・感染症対策をとり、今できることを行っていく。 

・三ツ境養護学校未来プロジェクトを改編した。 

(２)令和３年度学校評価結果および令和４年度学校評価の目標設定について 

  ・４年計画の３年目にあたる。 

  ・系統性を意識した教育課程編成、組織的な授業改善、新アセスメント導入を行う。 

  ・シチズンシップ教育の充実を図る。小中学部向けの進路説明会を開催する。 

  ・スクーリング代替や自宅学習児童・生徒への対応をすすめる。 

  ・安全な教育活動のための環境整備を行い、非常事態や災害への準備、訓練を行う。 

(３)学校目標に関連した各学部・分教室の取り組みの紹介   

(４)不祥事ゼロプログラムの取組みについて ・職員の同僚性を高める研修等を行う。 

 (５)令和４年度の予算再配当状況 

 (６)切れ目のない支援部会の取り組みについて 

  ・公開研修会の実施や地域の小、中、高校との交流再開に向けた調整を行う 

  ・分教室の横浜緑園高校移転に伴う、地域資源の開拓を行う。 

 (７)質疑応答・意見交換 

・令和３年度の改善方策を反映させて令和４年度の年間目標を設定することが大切で

ある。 

・具体的な方策や達成状況総合評価に誰が行うかを明記して責任や実行者を明確にす

る。 

・系統性を意識して小学部からの取り組みを積み重ねる。同じ教科、題材でもねらい

や目標、手立てに違いがでてくる。系統性を意識することで、教員の認識が変わっ

てきていることはよい。 

・コンテストに参加するなど、何か目指すものがあると学校生活に張りがでるのでは

ないか。 

・新型コロナ感染症対策の具体的な基準や工夫を運営協議会でも共有できるとよい。 

・子どもたちのために時間を使うという発想で業務の効率化を進める。 

・大人が目標を決めるのではなく、子どもが目標を決めて、自分で目標に達成する体

験を大切にして、自己肯定感を高める取り組みができるとよい。 

・切れ目ない支援部会のセンター的機能の推進についても学校評価に加わるとよい。 

 

３ 事務連絡 ・次回 10 月 27 日(木) 
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会 議 資 料 

・令和４年度 三ツ境養護学校 第１回学校運営協議会議 開催要項 

・令和４年度 学校運営協議会委員名簿、本校参加者名簿 

・令和４年度 グランドデザイン 

・学校教育計画（令和２年度～令和５年度） 

・令和３年度 学校評価報告書 実施結果/目標設定 

・令和４年度 不祥事ゼロプログラム 

・令和４年度 各学部の取組みについて 

・令和４年度 切れ目ない支援部会について 

・令和３年度 卒業生進路状況について 

・令和４年度 予算再配当状況 

・神奈川県立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則 

・神奈川県立学校に設置する学校運営協議会の運営等に関する要綱 

 


